
化学基礎 
第１章「物質の構成」 

第２節「物質の構成粒子」 
②電子配置と周期表 P.44-49 

電子配置を作図する 

周期表を詳しく見る 



復習問題 

＜実験結果を読み，下線部に含まれる元素名
を記号で答えよ。＞ 

1. ある液体の炎色反応は，黄緑色を示した。 

2. ある液体の炎色反応は，緑色を示した。 

＜次の元素記号を見て，陽子数・電子数・中性
子数を答えよ。＞ 

3.    4. 
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A電子殻と電子配置 

• 原子・・・原子核の周りに電子がある。 

• 原子核に近いほうから順に， 

 K殻，L殻，M殻，N殻 ・・・と呼ばれている。 

収容可能な電子数（空席があってもよい） 

K殻 2 

L殻 8(2+6) 

M殻 18(2+6+10) 

N殻 32(2+6+10+10) 

電子は， 

K殻，L殻，M殻，N殻・・・の 

順番に埋まる。 



A電子殻と電子配置 

（例）ナトリウム：原子番号（   ） 

だから，陽子の数＝電子の数＝（    ）個 

K殻 2 

L殻 8(2+6) 

M殻 18(2+6+10) 

N殻 32(2+6+10+12) 

 

2 

10 

1 

合計電子数 

11 

11 

11 

+11 



価電子＝最外殻電子 

• いちばん外側の殻の電子＝最外殻電子 

• ナトリウムなら・・・ 

+11 

最外殻 
最外殻電子（１個） 

最外殻電子の数＝価電子の数＝１ 



練習 電子配置と価電子 

H, O, He の電子配置と価電子の数を求める。 

+8 

+1 

H (水素) 

最外殻(K殻)に２個入る。 

最外殻電子数は１。 

価電子は１ 

O(酸素) 

最外殻(L殻)に8個入る。 

最外殻電子数は6。 

価電子は6 



電子配置と価電子 

+2 

He(ヘリウム) 

最外殻(K殻)に２個入る。 

最外殻電子数は2。 

価電子は0 

殻が完全に埋まる（He,Ne,Ar) 

  →価電子ゼロ（化学反応を[ほぼ]しない。） 

重要原則・・・価電子ゼロの状態が安定な状態 



水の構造 

• 電子配置を用いて水 H2O の構造を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

• Hの最外殻電子数が引っ張られて・・・・ 

 

 

+8 

+1 +1 



水の構造 

+8 +1 +1 

電子を剥がされて 

+1の電荷をもった 

H(水素)=H+ 

電子を剥がされて 

＋１の電荷をもった 

H(水素) =H+ 

電子を2個奪って 

-2の電荷をもった 

O(酸素)=O2- 

＜価電子ゼロ＞の安定な状態 



ヘリウム原子（再掲） 

 

 

 

 

 

• 希ガス（He,Ne,Ar）は，1個で安定な状態 

  だから，１個だけ（単原子）で存在する。 

                                  →単原子分子 

+2 

He(ヘリウム) 

最外殻(K殻)に２個入る。 

最外殻電子数は2。 

価電子は0 



B元素の周期律と周期表 
族 

周期 



B元素の周期律と周期表 

典型元素 

遷移元素 



B元素の周期律と周期表 

• 典型元素・・・価電子が周期的に変化する 

同じ族なら，価電子数が同じで性質が似ている 

 

• 遷移元素・・・価電子が周期的に変化しない 

価電子数は１～２，隣の族同士の性質が似て
いる 

 



B元素の周期律と周期表 

アルカリ土類金属 

アルカリ金属 

希ガス 

ハロゲン 



K殻，L殻，M殻の電子配置 

K殻 2 

L殻 8(2+6) 

M殻 18(2+6+10) 


